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２．チームオレンジの概要

資料７「チームオレンジ」の取組の推進について

①チームオレンジコーディネーターを配置。

②「認知症サポーター」を養成・活用する。

養成した認知症サポーターの中で、具体的な活動に
意欲のある人に対して「ステップアップ研修」を実施

し、チームオレンジとして活動できる「認知症サポー

ター」を養成。

③研修を受けた「認知症サポーター」は、チーム

オレンジのメンバー（サポーター）として登録。

具体的な支援や活動を行う。

④チームオレンジコーディネーターが、支援ニー

ズとサポーターをマッチング

認知症の人や家族の支援ニーズとサポーターをつな

ぎ、支援が軌道にのるように支える。

◎目的

令和６年１月に施行された共生社会の実現を推進するための認知症基本法に基づき、認知症の人が自らの意志によって地域の仲間等とつながりながら、希望を

持って自分らしく暮らし続けることができる「共生」の地域づくりを推進することを目的とする。

〇介護保険サービス以外の、認知症の人と家族の支援を目的とした地域の「互助」の仕組みづくりを推進。

〇介護保険サービス以外の社会参加や、人とのつながりを維持できる仕組みづくりを推進。

〇認知症の初期から心理面・生活面の支援ニーズに対応。

〇単に支援を受ける人・支援する人という関係ではなく、認知症の本人が地域で能力を活かしたり、社会参加の機会を得られるような支援をめざし、共生社会を推進。
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